
　

奉
安
堂
は
、
六
十
七
世
日
顕
上
人
の
発
願
に
よ
り
、
宗
旨
建
立
七
百
五
十
年
を

慶
祝
す
る
記
念
事
業
と
し
て
建
立
さ
れ
た
、
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
御
安
置
の
堂

宇
で
あ
る
。

　

平
成
十
二
年
四
月
に
着
工
法
要
を
奉
修
し
、
同
十
四
年
十
月
に
落
成
し
た
。

　

堂
宇
の
外
観
は
伝
統
的
な
日
本
の
寺
院
建
築
様
式
で
、
寄
棟
造
り
二
層
屋
根
、

地
上
一
階
、
地
下
一
階
の
鉄
骨
造
り
、
間
口
七
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
一
六
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
五
五
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　

堂
内
は
、
間
口
五
五
メ
ー

ト
ル
、
奥
行
八
四
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
信
徒
席
に
は
五
千
名

分
の
椅
子
席
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
御
本
尊
御

安
置
の
須
弥
壇
は
、
全
体
が

特
殊
合
金
で
で
き
た
金
庫
室

に
な
っ
て
お
り
、耐
震・耐
火
・

防
犯
の
面
で
も
、
極
め
て
高

い
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。

　

奉
安
堂
は
、
こ
こ
に
集
う

日
蓮
正
宗
僧
俗
が
、
常
に
広

宣
流
布
と
自
ら
の
罪
障
消

滅
、
さ
ら
に
は
日
々
の
精
進

を
誓
う
、
崇
高
な
る
霊
場
で

あ
る
。

　

当
山
は
多
宝
富
士
大
日
蓮
華
山
大
石
寺
と
称
し
、
正

応
三
年
（
一
二
九
〇
）
十
月
十
二
日
、
宗
祖
日
蓮
大
聖

人
の
法
嫡
第
二
祖
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
上
人
に
よ
っ
て
開

創
さ
れ
た
。
寺
号
の
大
石
寺
は
、
地
名
の
大
石
ヶ
原
に

由
来
す
る
。ま
た
、開
基
檀
那
は
当
富
士
上
野
郷
の
地
頭
・

南
条
七
郎
次
郎
平
時
光
で
あ
る
。

　

日
興
上
人
は
、
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
に
大
聖
人
か

ら
一
切
の
御
付
嘱
を
受
け
、
大
聖
人
御
入
滅
の
後
は
身

延
山
久
遠
寺
の
別
当
職
に
就
か
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
数
年
に
し
て
、
地
頭
の
波
木
井
実
長
が
民
部
阿
闍
梨

日
向
に
そ
そ
の
か
さ
れ
数
々
の
謗
法
を
お
か
す
に
至
り
、

師
の
日
興
上
人
の
再
三
の
諫
止
に
も
拘
わ
ら
ず
改
め
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

た
め
に
日
興
上
人
は
、
大
聖
人
の
「
地
頭
の
不
法
な

ら
ん
時
は
我
も
住
む
ま
じ
」
と
の
御
遺
言
、
ま
た
「
国

主
此
の
法
を
立
て
ら
る
れ
ば
富
士
山
に
本
門
寺
の
戒
壇

を
建
立
せ
ら
る
べ
き
な
り
」
と
の
御
遺
命
に
よ
り
、
遂

に
意
を
決
せ
ら
れ
て
、
宗
旨
の
根
本
た
る
本
門
戒
壇
の

大
御
本
尊
を
は
じ
め
、
大
聖
人
の
御
灰
骨
・
御
書
・
御

遺
物
等
一
切
の
重
宝
を
捧
持
し
、
正
応
二
年
の
春
、
身

延
の
山
を
離
れ
、
大
聖
人
御
在
世
当
時
か
ら
の
強
信
者

で
あ
っ
た
南
条
時
光
の
請
に
よ
っ
て
富
士
に
移
ら
れ
た
。

　

翌
正
応
三
年
、
大
石
寺
を
建
立
し
て
大
御
本
尊
を
安

置
し
奉
り
、
多
く
の
御
弟
子
方
を
養
成
さ
れ
て
、
こ
こ

に
万
代
に
わ
た
る
仏
法
流
布
の
基
礎
を
築
か
れ
た
の
で

あ
る
。

奉
安
堂

大
石
寺
縁
起
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客 
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御
影
堂Kyakuden

M
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（
表
紙
の
写
真
）

　

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）、

九
世
日
有
上
人
が
創
建
さ
れ
、

享
保
八
年
、
明
治
四
年
、
昭
和

二
十
三
年
、
同
三
十
九
年
に
、

そ
れ
ぞ
れ
再
建
さ
れ
た
。

　

現
在
の
建
物
は
、
平
成
十
年

三
月
に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
内
部
の
基
本
構
造
は
耐
震

性
に
す
ぐ
れ
た
鉄
骨
造
り
で
、

外
装
や
堂
内
の
仕
上
げ
に
は
全

て
木
材
を
使
用
し
た
伝
統
的

和
風
建
築
で
あ
る
。

　

間
口
・
奥
行
と
も
約
五
〇

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
六
メ
ー
ト

ル
の
二
階
建
て
で
、
堂
内
は
一

一
一
二
畳
敷
き
の
大
広
間
と

な
っ
て
い
る
。

　

客
殿
は
、
総
本
山
の
中
で
最

も
多
く
の
法
要
が
奉
修
さ
れ
る

建
物
で
、
こ
と
に
日
蓮
大
聖
人

の
法
脈
を
受
け
継
が
れ
た
歴
代

法
主
上
人
が
毎
朝
、
広
宣
流
布

祈
念
の
丑
寅
勤
行
を
修
さ
れ
る

重
要
な
堂
宇
で
あ
る
。

　

正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）、
御
開
山
二
祖
日
興
上
人
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）、
六
世
日
時
上
人
の
代
、
越
前
法
橋

快
恵
の
謹
作
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
日
蓮
大
聖
人
等
身
の
御
影
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。

　

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）、

二
十
五
世
日
宥
上
人
の
発
願

に
よ
り
、
徳
川
六
代
将
軍
・
家

宣
公
が
富
士
山
の
巨
木
七
十

本
、
同
御
台
所
・
天
英
院
が
黄

金
一
二
〇
〇
粒
を
寄
進
し
、
五

年
の
歳
月
を
か
け
て
享
保
二

年
（
一
七
一
七
）
八
月
に
完
成

し
た
。

　

そ
の
後
、
数
度
の
改
修
が

施
さ
れ
、
六
十
八
世
日
如
上

人
に
よ
っ
て
、
平
成
二
十
七
年

か
ら
解
体
大
改
修
工
事
が
行

わ
れ
、
令
和
三
年
一
月
、
大
改

修
完
成
奉
告
法
要
が
奉
修
さ

れ
た
。

　

間
口
二
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

一
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
二

メ
ー
ト
ル
、
木
造
の
朱
塗
り

で
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
東
海

随
一
で
あ
る
。

　

三
門
は
静
岡
県
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

境
内
を
流
れ
る
潤
井
川
の
東
側
、
木
立
に
囲
ま
れ
た
高
台
に
建
つ
の
が
、
東
海
道
沿
線
随

一
と
さ
れ
る
五
重
宝
塔
で
あ
る
。

　

二
十
六
世
日
寛
上
人
が
、
徳
川
六
代
将
軍
の
御
台
所
・
天
英
院
と
共
に
起
塔
の
志
を
立
て

て
基
金
を
遺
し
、
そ
の
後
五
代
の
法
主
上
人
が
素
志
を
継
ぎ
、
三
十
一
世
日
因
上
人
が
諸
国

を
勧
化
し
て
得
た
浄
財
と
備
中
松
山
藩
主
・
板
倉
勝
澄
公
の
寄
進
に
よ
っ
て
寛
延
二
年
（
一

七
四
九
）
完
成
し
た
。

　

六
十
八
世
日
如
上
人
に
よ
っ
て
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
修
復
工
事
が
行
わ
れ
、
同
二
十
九

年
一
月
、
修
復
完
成
法
要
が
奉
修
さ
れ
た
。

　

三
間
半
（
六
・
四
メ
ー
ト
ル
）
四
面
で
、
高
さ
三
四
・
三
メ
ー
ト
ル
。

　

五
重
塔
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）、
御

開
山
二
祖
日
興
上
人
の
創
建
で
、

大
石
寺
発
祥
の
霊
域
で
あ
る
。

　

現
在
の
建
物
は
、
昭
和
六
十

三
年
十
月
、
大
石
寺
開
創
七
百

三 

門

Sam
m
on

　

三
門
を
通
り
、
歩
を
進
め
る
と
、
幅

広
い
石
畳
の
参
道
に
至
る
。
こ
の
両
側

に
建
ち
並
ぶ
十
二
ヶ
坊
が
中
央
塔
中
で

あ
る
。
春
に
は
参
道
を
覆
う
よ
う
に
枝

垂
れ
桜
が
咲
き
誇
り
、
参
拝
者
の
心
を

な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

な
お
、
大
石
寺
境
内
に
は
中
央
塔
中

の
ほ
か
、
東
塔
中
と
し
て
七
ヶ
坊
、
西

塔
中
と
し
て
三
ヶ
坊
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
参
詣
信
徒
の
休
憩
坊
と
な
っ
て
い
る
。

塔 

中

Tatchu

　

平
成
二
年
春
、
大
石
寺
開
創
七
百
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
蓮
葉
庵
の
南
側
に
造
成
さ
れ
た
一
六

〇
〇
坪
余
の
広
大
な
庭
園
で
あ
る
。晴
れ
た
日
に
は
、

中
央
の
明
鏡
池
に
富
士
山
が
鮮
や
か
に
映
る
。

法
祥
園

H
oshoen

五
重
塔

G
oju-no-to

六 

壺

M
utsubo

年
の
記
念
事
業
と
し
て
建
立
さ

れ
た
。

　

十
間
四
面
の
平
屋
建
て
、
総

け
や
き
造
り
、
内
部
は
一
七
〇

畳
の
広
さ
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
建
物
は
、

寛
永
九
年
（
一
六
三

二
）、
阿
波
徳
島
の
初

代
藩
主
・
蜂
須
賀
至

鎮
公
夫
人
・
敬
台
院

の
寄
進
に
よ
っ
て
再

建
さ
れ
た
も
の
で
、
元

禄
十
二
年
、
明
治
三

十
五
年
、
昭
和
四
十

六
年
、
平
成
二
年
・
同

十
四
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
改
修
や
修
理
が
施

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
平
成
十
九

年
か
ら
解
体
大
改
修

工
事
が
行
わ
れ
、
同

二
十
五
年
十
一
月
、
大

改
修
落
慶
大
法
要
が

奉
修
さ
れ
た
。

　

間
口
二
五
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
・
高
さ
二
三

メ
ー
ト
ル
。

　

御
影
堂
は
静
岡
県

の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。


